
岐阜県養老町池辺地区 （担い手確保・経営強化支援事業）

【地区の概要】

主食用米、飼料用米、野菜等の栽培を
主体とした平坦な農業地域。

中心経営体への農地集積は70%以上。
用排分離されておらず、麦・大豆等の畑
作物の作付けが困難。今後は高収益作
物への転換促進を図る必要がある。

助成対象者「株式会社イイダ農園」の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈R１年度〉

○売上高 75,074千円

○経営面積 47.11ha

主食用米 20.80ha
飼料用米 25.27ha
野菜 0.60ha
その他 0.44ha

【現在の経営状況】
〈Ｒ３年度〉

○売上高 84,590千円

（112％）

○経営面積 53.10ha （112％）

主食用米 24.19ha

飼料用米 27.17ha
野菜 1.47ha
その他 0.27ha

（R４年度は未確定）

【経営の経緯】

令和元年 父親からの経営継承を
契機に法人化（株式会
社）

経営改善計画の認定

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

《事業活用の背景》
○ 主食用米及び飼料用米の販売数量増加を図るためには、作業の省力化・効率化を図り、経営面積の拡大
が必要。経営面積の拡大に向け、農薬散布に係る時間短縮と作業効率化に資する農薬散布用ドローンを導
入。

《事業による整備内容》

○ 農薬散布用ドローン（AGRAS T20）

１台

事業費 3,051千円

（国費 1,346千円）

事業の
効果

《対象者》 スマート農機の活用により水稲の農薬散布に係る作業効率が向上し、経営面積の拡大により収量と収益が増加した。

《地 区》 水稲の省力化の取組みにより高収益作物への転換拡大につながり、水田フル活用による地区の中心経営体の経営
発展に貢献。

法人 水稲・野菜

養老町池辺地区

【支援内容・背景】

実質化した人・農地プランの担い手別のゾーニング地図に基づき農地集積を進
め、省力化・コスト低減により、担い手の収益増加を支援する必要がある。

助成対象者は地区の中心経営体として水稲を主体に経営する法人である。農地
中間管理機構を活用した規模拡大と農地の集約化を図るとともに、安定した雇用
の受け皿となっている。このため、更なる経営の効率化を図るため、スマート農機
を活用した省力化・作業効率の向上の取組みを支援。

岐阜県


